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 本文書は、「公式規則公報第１０号」(２００５年８月１６日発行)の内容の訂正を公報す

るものである。本公報の内容は、即時に適用する。 

 

 
記 

 

対象篇章条  ： ６－１－２－ａ 

 

公式規則公報 10 号の規定 

：プレースキック時 のホルダーとキッカーを除 くＡチームの全 プレーヤーは、ボー

ルの後方にいなければならない。（Ａ．Ｒ．６－１－２－ⅤおよびⅥ）［Ｓ１８］ 

罰 則 ：ライブボール中 の反 則 。プレビアス・スポットから５ヤード、またはＢチー

ムのラン後 にＢチームに所 属 するボールデッドの地 点 から５ヤード、ま

たはタッチバックによりボールが置 かれた地 点 。（Ａ．Ｒ．６－１－２－

Ⅶ）［Ｓ１８］ 

 

訂 正 後 規 定      ：プレースキック時 のホルダーとキッカーを除 くＡチームの全 プレーヤーは、ボー

ルの後方にいなければならない。（Ａ．Ｒ．６－１－２－ⅤおよびⅥ）［Ｓ１８］ 

罰 則 ：ライブボール中 の反 則 。プレビアス・スポットから５ヤード、またはＢチー

ムのラン後 にＢチームに所 属 するボールデッドの地 点 から５ヤード、ま

たはタッチバックによりボールが置かれた地 点 から５ヤード。 （Ａ．Ｒ．６

－１－２－Ⅶ）［Ｓ１８］ 

 

                                  (下線部が訂正箇所) 

 

なお、本訂正後規定は、２００６年度公式規則変更内容決定報（２００６年７月１１日

発行）に掲載されており、また「２００６～２００７ アメリカンフットボール公式規則・

公式規則解説書」に反映済みである。 

 

以 上  


